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【手続補正書】
【提出日】平成23年9月6日(2011.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線移動通信システムで、連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の開始インデックス（
Ｓ）及び前記ＶＲＢの長さ（Ｌ）を示す資源指示値（ＲＩＶ）を検出する方法であって、
　前記方法は、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信することと、
　前記資源ブロック割り当て情報から前記資源指示値（ＲＩＶ）を検出することと
　を含み、
【化７９】

である場合、前記資源指示値（ＲＩＶ）は
【化８０】

により表わされ、そうでない場合、前記資源指示値（ＲＩＶ）は
【化８１】

により表わされ、Ｘは
【化８２】

により表わされ、Ｙは
【化８３】

により表わされ、Ｚは
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【化８４】

により表わされ、Ｌは、前記連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の長さであり、Ｓは、
前記連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の開始インデックス値であり、ＮＲＢは、前記
無線移動通信システムで使用可能な資源ブロック（ＲＢ）の個数であり、Ｌ及びＳのそれ
ぞれは、Ｇの整数倍であり、Ｇは予め決定された自然数である、方法。
【請求項２】
　前記資源指示値（ＲＩＶ）を伝送するために使用されるビットフィールドの長さＮｂｉ

ｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄは
【化８５】

により表わされ、前記ビットフィールドは、前記無線移動通信システムの基地局から前記
無線移動通信システムの移動局へと伝送され、ＲＩＶｍａｘは

【化８６】

により表わされる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＮＲＢの値は

【化８７】

により表わされ、ＮＶＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロック
（ＶＲＢ）の個数である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記Ｇの値は１（Ｇ＝１）である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　コードワードに対してコンパクトスケジューリングをサポートする無線移動通信システ
ムで、連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の開始インデックス（Ｓ）及び前記ＶＲＢの
長さ（Ｌ）を示す資源指示値（ＲＩＶ）を検出する方法であって、
　前記方法は、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信することと、
　前記受信されたダウンリンク制御情報のダウンリンク制御情報フォーマットが前記コン
パクトスケジューリングが使用されることを示す場合、前記資源ブロック割り当て情報か
ら前記資源指示値（ＲＩＶ）を検出することと
　を含み、
　前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合｛ｓ：ｓ＝Ｐ＋ｍＴ＜ＮＲＢ｝の要素のう
ちいずれか一つであり、Ｐは、予め決定された０以上の整数であり、Ｔは予め決定された
自然数であり、ｍは０以上の整数であり、ＮＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可
能な資源ブロック（ＲＢ）の個数であり、前記長さ（Ｌ）は、第２の集合｛ｌ：ｌ＝Ｋ＋
ｎＧ≦ＮＲＢ｝の要素のうちいずれか一つであり、Ｋは予め決定された０以上の整数であ
り、Ｇは予め決定された自然数であり、ｎは自然数である、方法。
【請求項６】
　前記Ｔの値は前記Ｇの値と同じである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｐの値は０（Ｐ＝０）であり、前記Ｋの値は０（Ｋ＝０）である、請求項５に記載
の方法。
【請求項８】
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　前記Ｐの値は０（Ｐ＝０）であり、前記Ｋの値は０（Ｋ＝０）である、請求項６に記載
の方法。
【請求項９】
　前記ＮＲＢの値は
【化８８】

により表わされ、ＮＶＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロック
（ＶＲＢ）の個数である、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ｌの値は、予め決定されたＬｌｉｍｉｔより小さいか同じであり、前記Ｌｌｉｍｉ

ｔは、前記Ｋより大きいか同じであり、前記ＮＲＢの値より小さい、請求項５から請求項
９のうちいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　無線移動通信システムで、連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の開始インデックス（
Ｓ）及び前記ＶＲＢの長さ（Ｌ）を示す資源指示値（ＲＩＶ）を検出する装置であって、
　前記装置は、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信する受信機と、
　前記資源ブロック割り当て情報から前記資源指示値（ＲＩＶ）を検出するプロセッサと
　を含み、
【化８９】

である場合、前記資源指示値（ＲＩＶ）は
【化９０】

により表わされ、そうでない場合、前記資源指示値（ＲＩＶ）は

【化９１】

により表わされ、Ｘは
【化９２】

により表わされ、Ｙは

【化９３】

により表わされ、Ｚは
【化９４】

により表わされ、Ｌは、前記連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の長さであり、Ｓは、
前記連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の開始インデックス値であり、ＮＲＢは、前記
無線移動通信システムで使用可能な資源ブロック（ＲＢ）の個数であり、Ｌ及びＳのそれ
ぞれは、Ｇの整数倍であり、Ｇは予め決定された自然数である、装置。
【請求項１２】
　前記ＮＲＢの値は
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【化９５】

により表わされ、ＮＶＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロック
（ＶＲＢ）の個数である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記Ｇの値は１（Ｇ＝１）である、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　前記資源指示値（ＲＩＶ）を伝送するために使用されるビットフィールドの長さＮｂｉ

ｔ＿ｒｅｑｕｉｒｅｄは
【化９６】

により表わされ、ＲＩＶｍａｘは

【化９７】

により表わされる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＮＲＢの値は
【化９８】

により表わされ、ＮＶＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロック
（ＶＲＢ）の個数である、請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記Ｇの値は１（Ｇ＝１）である、請求項１４に記載の装置。
【請求項１７】
　無線移動通信システムで、連続的な仮想資源ブロック（ＶＲＢ）の開始インデックス（
Ｓ）及び前記ＶＲＢの長さ（Ｌ）を示す資源指示値（ＲＩＶ）を検出する装置であって、
　前記装置は、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信する受信機と、
　前記資源ブロック割り当て情報から前記資源指示値（ＲＩＶ）を検出するプロセッサと
　を含み、
　前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合｛ｓ：ｓ＝Ｐ＋ｍＴ＜ＮＲＢ｝の要素のう
ちいずれか一つであり、Ｐは、予め決定された０以上の整数であり、Ｔは予め決定された
自然数であり、ｍは０以上の整数であり、ＮＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可
能な資源ブロック（ＲＢ）の個数であり、前記長さ（Ｌ）は、第２の集合｛ｌ：ｌ＝Ｋ＋
ｎＧ≦ＮＲＢ｝の要素のうちいずれか一つであり、Ｋは予め決定された０以上の整数であ
り、Ｇは予め決定された自然数であり、ｎは自然数である、装置。
【請求項１８】
　前記Ｔの値は前記Ｇの値と同じである、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記Ｐの値は０（Ｐ＝０）であり、前記Ｋの値は０（Ｋ＝０）である、請求項１７に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記Ｐの値は０（Ｐ＝０）であり、前記Ｋの値は０（Ｋ＝０）である、請求項１８に記
載の装置。
【請求項２１】
　前記ＮＲＢの値は
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【化９９】

により表わされ、ＮＶＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロック
（ＶＲＢ）の個数である、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記ｌの値は、予め決定されたＬｌｉｍｉｔより小さいか同じであり、前記Ｌｌｉｍｉ

ｔは、前記Ｋより大きいか同じであり、前記ＮＲＢの値より小さい、請求項１７に記載の
装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
（項目１）
　無線移動通信システムで、連続的な仮想資源ブロックの開始インデックス（Ｓ）及び長
さ（Ｌ）を示す資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ；Ｒ
ＩＶ）を検出する方法であって、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信し、
　前記資源ブロック割り当て情報から前記資源指示値を検出することを含み、

【化７１】

である場合、前記資源指示値は
【化７２】

の値を有し、そうでない場合、前記資源指示値は
【化７３】

の値を有し、
　このとき、

【化７４】

で、Ｌは、前記連続的な仮想資源ブロックの長さで、Ｓは、前記連続的な仮想資源ブロッ
クの開始インデックス値で、ＮＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な資源ブロ
ックの個数で、Ｌ及びＳはそれぞれＧの整数倍の値を有し、Ｇは予め決定された自然数で
ある、資源指示値検出方法。
（項目２）
　前記資源指示値を伝送するために使用されるビットフィールドの長さＮｂｉｔ＿ｒｅｑ

ｕｉｒｅｄは
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【化７５】

で、このとき、
【化７６】

である、項目１に記載の資源指示値検出方法。
（項目３）
　前記
【化７７】

を満足し、ＮＶＲＢは、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロックの個数
である、項目１又は２に記載の資源指示値検出方法。
（項目４）
　前記Ｇは１（Ｇ＝１）である、項目１又は２に記載の資源指示値検出方法。
（項目５）
　コードワードに対してコンパクトスケジューリングをサポートする無線移動通信システ
ムで、前記コンパクトスケジューリングによって割り当てられる連続的な仮想資源ブロッ
クの開始インデックス（Ｓ）及び長さ（Ｌ）を示す資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ；ＲＩＶ）を検出する方法であって、
　資源ブロック割り当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信し、
　前記受信されたダウンリンク制御情報のダウンリンク制御情報フォーマットが前記コン
パクトスケジューリングのために使用される場合、前記資源ブロック割り当て情報から前
記資源指示値を検出することを含み、
　前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合｛ｓ：ｓ＝Ｐ＋ｍＴ＜ＮＲＢ、ただし、「
Ｐ」は、予め決定された０以上の整数、「Ｔ」は予め決定された自然数、「ｍ」は０以上
の整数、「ＮＲＢ」は、前記無線移動通信システムで使用可能な資源ブロックの個数｝の
要素のうちいずれか一つで、前記長さ（Ｌ）は、第２の集合｛ｌ：ｌ＝Ｋ＋ｎＧ≦ＮＲＢ

、ただし、「Ｋ」は予め決定された０以上の整数、「Ｇ」は予め決定された自然数、「ｎ
」は自然数｝の要素のうちいずれか一つである、資源指示値検出方法。
（項目６）
　前記Ｔは前記Ｇと同一の値である、項目５に記載の資源指示値検出方法。
（項目７）
　前記Ｐは０（Ｐ＝０）で、前記Ｋは０（Ｋ＝０）である、項目５に記載の資源指示値検
出方法。
（項目８）
　前記Ｐは０（Ｐ＝０）で、前記Ｋは０（Ｋ＝０）である、項目６に記載の資源指示値検
出方法。
（項目９）
　ＮＲＢは
【化７８】

で、「ＮＶＲＢ」は、前記無線移動通信システムで使用可能な仮想資源ブロックの個数で
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ある、項目８に記載の資源指示値検出方法。
（項目１０）
　前記「ｌ」は、予め決定されたＬｌｉｍｉｔより小さいか同じで、前記Ｌｌｉｍｉｔは
、前記Ｋより大きいか同じで、前記ＮＲＢより小さい、項目５から項目９のうちいずれか
１項に記載の資源指示値検出方法。
　上述した課題を解決するための本発明の一様相に係る、複数のダウンリンク制御情報フ
ォーマットをサポートし、一つのコードワードに対して一つのセットの連続的な仮想資源
ブロックを割り当てる方式であるコンパクトスケジューリング方式をサポートする無線移
動通信システムで、前記コンパクトスケジューリングによって割り当てられる一つのセッ
トの連続的な仮想資源ブロック（Ｖｉｒｔｕａｌ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ；ＶＲ
Ｂ）の開始インデックス（Ｓ）及び長さ（Ｌ）を示す資源指示値（Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉ
ｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｖａｌｕｅ；ＲＩＶ）を検出する方法であって、資源ブロック割り
当て情報を含むダウンリンク制御情報を受信し、前記受信されたダウンリンク制御情報の
ダウンリンク制御情報フォーマットが前記コンパクトスケジューリング方式のために使用
される場合、前記資源ブロック割り当て情報から前記資源指示値を検出することを含み、
前記資源指示値に対応する前記開始インデックス（Ｓ）は、第１の集合｛ｓ：ｓ＝Ｐ＋ｍ
Ｔ＜ＮＲＢ、ただし、「Ｐ」は、予め決定された０以上の整数、「Ｔ」は、予め決定され
た自然数、「ｍ」は０以上の整数、「ＮＲＢ」は、前記無線移動通信システムで使用可能
な資源ブロックの個数｝の要素のうちいずれか一つで、前記資源指示値に対応する長さ（
Ｌ）は、第２の集合｛ｌ：ｌ＝Ｋ＋ｎＧ≦ＮＲＢ、ただし、「Ｋ」は、予め決定された０
以上の整数、「Ｇ」は予め決定された自然数、「ｎ」は自然数｝の要素のうちいずれか一
つである。
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